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はじめに 

 対人社会動機検出法は寺岡隆(元駒沢大学教授)

により開発された質問紙検査法であり、対人関係

状況において想定された「９種類の社会動機」を

検出する理論的分析法(IT-THEN法)によって、各
被験者の社会動機の構成比率を割り出す方法であ

る[1]。 
 集団質問紙検査方式による社会動機検出法の教

示方法と内容が２５カ国語に翻訳されており、日

本・韓国・アメリカ・オランダ・ロシア[2]・中国・
台湾において実施された同検出法による国際比較

研究の結果は非常に興味深い内容を明らかにして

いる。そして対象国・地域を増やした国際比較研

究によって、各国・各文化間の相違や共通性が明

らかになることが期待されている。 

 さて、同検出法は３２個の二者択一の選択課題

からなっており短時間で実施できるとともに、社

会動機についての理論的解析に基づくゆえに、被

験者の反応を鋭敏に捉えることができる等のきわ

めて優れた特徴をもっている。 

 この検出法において理論的に想定された「対人

社会動機」とは次の９種類である― 

 単利動機A+ 自分の得点を正の方向に増加 
 自虐動機A- 自分の得点を負の方向に 〃 
 献身動機B+ 相手の得点を正の方向に  〃 
 加害動機B- 相手の得点を負の方向に 〃 
 共栄動機S+ 得点和を正の方向に      〃 
 共倒動機S- 得点和を負の方向に     〃 
 優越動機D+ 得点差を正の方向に   〃 
 卑下動機D- 得点差を負の方向に   〃 
 平等動機D0 得点差をゼロに近づける 
 

 対人社会動機検出法は、これら９種類の動機成

分の構成比率を個人毎に割り出して％表示して出

力するものである。例えば― 

 

 A+  A-  B+  B-  S+  S-  D+  D-  
D0 
 50   0   0   25  10   0  15   0    
0 

 

 

 表1

という結果は、自分の得点をプラスにしようとす

る動機A+が50%、相手の得点を下げようとする動
機B-が25%、合計点を上げようとする動機S+が
10%、そして自分と相手の格差を広げようとする
動機D+が15%であることを示す。 
 課題として提示される３２個の二者択一課題は

次のように表示される― 

 
 

 ゲーム理論における「囚人のジレンマ」などを

示す利得行列表現(payoff matrix)をとって表示さ
れる「対人利害状況」は、自分はⅠかⅡのいずれ

かを選択肢としてもち、相手はＡかＢのいずれか

を選択肢としてもっている状況である。各セルに

書かれた利得としての数字のうち、左側が自分の

得点、右側が相手の得点である―すなわち自分が

Ⅰを選んだときに相手がＢを選んだとすると、結

果は右上のセルに書かれている［自分の得点は５

点、相手の得点は１点］となる。 

 このような利得行列における選択によって生じ

る４つの得点成分、すなわち、自分の得点(A)・
相手の得点(B)・自分と相手の合計点(S)・自分と
相手の得点差(D)、そして、それらの４つの成分
における得点の方向性―プラスの方向かマイナス

の方向か―に基づいて、すでに述べた９種類の「対

人社会動機」が設定されている。そして、利得行

列の構造と社会動機の構成比率を理論的に導き出

すために、相手の反応が「前もってわかっている」

と想定している。すなわち― 

 

                 
 

「自分がⅠを選んでもⅡを選んでも、相手はＡを

選ぶ」などの条件をつけ、その上で被験者がⅠか

Ⅱのどちらの選択を好むか―という課題構成とな

っている。 

 さて、各被験者から得られた３２個の二者択一

選択の結果は、IF-THEN法と呼ぶ解析プログラム
によって分析される。これは、課題として用いら

れている利得行列の理論的構造と社会動機の成分

とに関する解析基礎データに基づき、各動機成分

の構成比率を算出するものである。 



研究の目的 

  対人社会動機検出法は非常に優れた方法である
にもかかわらず、同検出法の理論的側面について

の専門的な関心を除いて、臨床心理や教育の場で

用いられることが稀であった。その理由としては 

1)動機成分の解析プログラムが主に大型計算機の
FORTRANやNEC-PC98上のN88-BASICで書かれ
ていたため、利用範囲が限られていたこと、 

 2)主に集団データの解析用に用いられたため、
個人を対象にした分析法としてはあまり用いられ

ないできたこと、 

 3)利得行列という数値を提示する方式では若年
層には教示が容易ではなかったこと、 

 が挙げられる。本研究は、以上の３点を解消す

ることによって、臨床・教育などのより広範囲の

現場での同検出法の適用を目指したものである。 

 

方法 

 方法１）N88-BASICで記述されていたIF-THEN
法プログラムをVisual Basicを介してexeファイル
化することにより、Windows95/98/Me環境上で実
行できるようにする[3]。 
 

 方法２）利得行列という抽象的な表記ではなく

画像表現を用いることによって、課題と反応方法

を若年層にも分かりやすいものにすること、また、

パソコン画面に向かって反応して即座に結果解析

が得られるようにすること。 

 

 以上によって、同検出法は単なる調査分析法に

とどまらず、臨床や教育の現場において以下a-c 
に述べるような効果を持つものと期待される。 

 

 a)モバイル機などのパソコンの画面に対してロ
ールプレーイング・ゲームのようにプレーできる

ため、遊び感覚で反応することができる― 

 このため、小中高などのスクールカウンセリン

グにおいても導入が容易であり、フレンドリーで

有効な検査方法となりうる。 

 b)得られた分析結果を説明する際に、対人関係
状況での利害構造について理解を深めるきっかけ

となる― 

 表１に示されるような９種類の動機の強さに関

する解説そのものが非常に重要な教育的効果をも

つ。例えば、いじめやドメスティック・バイオレ

ンスなどの加害・被害を理解する際の枠組を提供

することができる。 

 c)さらに「囚人のジレンマ」のようなジレンマ
関係が論理的・原理的に存在しているという事実

「共貧関係・共栄関係・格差関係」という関係の

在り方を通じて、「裏切りによる悪循環または<

信頼>による良循環」、さらには社会的な事例とし

て「先制攻撃症候群」「ダンピング競争」あるい

は「闇カルテルと談合」などの解説を通じて、利

害関係についての感情的反応ではなく、一定程度

の知性化・知的理解の方向を示しうること。 

 これは、「愛・優しさ」などのヒューマニステ

ィックな観点の対極に位置すると思われる「利他

的利己主義」―自らの利得を真に最大化するため

には方法としての「利他的な」行為選択を行う―

といった、一見矛盾した思考や行動規範を了解す

る際の理論的枠組みともなる。 

 すなわち、認知療法ないし論理療法の実質を構

成しうる内容を提供することによって、それ自体

としてセラピューティックな価値をもちうる。 

 方法３）

   質問紙検査によるデータを集積することによ
り年齢・性別などの特徴に基づいた「対人社会動

機データベース」を構築する。これにより、臨床

応用に必要な同検査法の標準化および他の性格検

査との相関、対比といった作業を可能にすること

ができる。 

 

結果・考察 

  同検査法のWindows版を使用した検査が試行
され、今後の広範囲の利用が可能であることが確

認された。（分析結果例:別紙参照） 
 また、モバイル機によるロールプレー型の反応

方法も試行された。おおよそ10-15分程度の時間で、
教示と反応、結果分析が可能であることが明らか

になった。(別紙) 

 従来の抽象的な記述に対して、状況設定や画像

の提示によって課題事態がやや現実化されたため

従来のデータとどの程度同質のデータが得られる

かについては系統的な対比を行う必要があるとい

えるだろう。 

 今後、臨床および教育の現場での広範囲での試

験的実施によって、同検出法とその有効性がさら

に確認されると期待できる。 
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